
同
志
社
の
先
輩
九
ち
に
は
、
き
わ
め
て
優
れ
九
特

色
に
富
ん
だ
人
物
が
数
数
存
在
し
九
が
、
堀
貞
一

先
生
、
ま
火
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
九
先
生
は
文

久
元
年
(
一
八
六
一
年
)
一
月
四
日
大
阪
城
内
に
お

い
て
、
城
代
松
平
紀
伊
守
役
屋
敷
で
生
ま
れ
た
。
父

は
貞
幹
、
母
は
よ
う
子
と
い
い
、
先
生
は
そ
の
長
男

一
、
生
涯
の
あ
ら
ま
し

貞

六
日
永
眠
八
十
二
歳
と
記
る
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
、
先
生
は
、
文
久
、
元
治
、
慶
応
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
と
生
き
抜
か
れ
九
人
で
あ
り
、
明
治
黎
明

期
の
息
吹
を
呼
吸
し
な
が
ら
、
日
本
軍
閥
の
最
盛
期

第
二
次
世
界
大
戦
の
最
中
ま
で
生
活
を
続
け
ら
れ
九

人
で
あ
る
。

先
生
誕
生
の
年
は
語
主
の
江
戸
勤
め
に
ょ
っ
て
、

一
家
に
伴
わ
れ
て
江
戸
に
移
0
た
が
、
慶
応
二
年
の

春
に
は
丹
波
亀
山
に
帰
り
住
ん
だ
。
翌
五
年
に
は
、

皇
政
復
古
の
布
令
を
聞
い
九
。
明
治
五
年
、
父
の
仕
官

と
と
も
に
京
都
に
出
で
、
明
治
七
年
春
、
京
都
中
学

校
に
入
学
し
た
0
 
同
志
社
の
設
立
は
翌
八
年
の
晩
秋

と
な
る
が
、
そ
の
頃
多
少
の
好
奇
心
も
あ
っ
て
、
友
一

人
と
と
も
に
デ
ビ
ス
教
授
の
家
に
出
入
り
し
て
、
教

授
の
聖
書
講
義
の
席
に
連
な
る
よ
う
に
な
っ
九
。
こ

れ
が
キ
リ
ス
ト
信
徒
に
な
り
、
や
が
て
ま
九
、
牧
師

と
し
て
、
そ
の
生
涯
を
送
る
よ
う
な
契
機
と
な
っ
九

の
で
あ
る
0
 
明
治
九
年
十
二
月
十
日
、
京
都
第
三
公

会
に
浦
い
て
、
新
島
先
生
よ
り
受
洗
し
九
0
 
こ
こ
に
、

か
す
か
な
が
ら
、
召
命
を
感
じ
つ
っ
、
明
治
十
年
一

月
同
志
社
に
入
学
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
科
二
年
級

に
編
入
さ
れ
九
。
明
治
十
三
年
六
月
二
十
五
貝
綱
島、

佳
吉
氏
ら
四
人
の
同
期
生
と
と
も
に
卒
業
し
光
が

学
制
の
都
合
で
暫
く
待
っ
て
、
明
治
十
四
年
九
月
同

で
あ
っ
九
0
 
前
橋
市
紅
雲
町
の
曹
洞
宗
長
昌
寺
の
墓

域
に
貞
幹
の
墓
碑
と
並
ん
で
、
堀
家
の
墓
が
あ
る
。

貞
幹
の
墓
碑
に
は
、
^
^
^
判
事
堀
貞
幹
墓
と

あ
り
、
裏
面
に
は
、
明
治
三
十
四
年
一
月
ト
ニ
日
、

旧
丹
波
亀
山
蕪
士
、
永
眠
享
年
六
十
四
と
刻
ま
れ
て

い
る
0
 
堀
家
の
墓
に
は
、
祖
母
な
み
子
、
母
よ
う

子
、
長
男
一
雄
牧
師
貞
一
、
妻
ア
イ
の
五
名
の
名

が
刻
ま
れ
て
い
て
、
貞
一
は
昭
和
十
八
年
八
月
二
十

岩

,

同志社人物誌圃

■1

井文男
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志
社
神
学
校
に
入
り
、
同
十
七
年
六
河
二
十
七
日
総

員
十
七
名
を
も
っ
て
神
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
の
で
あ

る
0
先
生
の
愿
社
学
窓
生
活
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
終

り
を
告
げ
、
直
ら
に
江
州
長
浜
の
信
徒
の
招
き
に
応

じ
ら
れ
て
、
伝
道
戦
線
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

翌
年
六
月
長
浜
教
会
が
設
立
さ
れ
、
同
時
に
先
生

も
按
手
礼
を
了
さ
れ
た
。
そ
の
前
年
京
都
の
人
す
ゑ

女
と
結
婚
さ
れ
た
が
、
不
幸
に
も
長
女
千
代
子
(
後

の
額
賀
鹿
之
助
牧
師
夫
人
)
を
残
し
て
、
産
後
の
肥

立
ち
が
悪
く
永
眠
さ
れ
た
。
こ
こ
に
早
く
も
先
生
は

死
別
の
悲
哀
を
経
験
さ
れ
た
の
で
あ
る
当
時
先
生

は
長
浜
と
同
時
に
彦
根
を
も
兼
牧
さ
れ
て
い
九
が
、

そ
れ
が
縁
と
な
っ
て
、
彦
根
の
人
中
村
耕
治
氏
の
長

女
フ
ィ
女
を
後
闇
と
し
て
迎
え
ら
れ
九
0

明
治
二
十
一
年
七
月
に
は
京
都
四
条
教
会
の
要
請

に
応
え
て
転
任
、
二
十
四
年
に
は
更
に
新
潟
教
会
へ

と
移
ら
れ
た
。
そ
の
閲
明
治
二
十
三
年
一
月
に

は
、
新
島
先
生
の
召
天
に
遭
遇
し
、
多
く
の
同
志
社

人
と
と
も
に
働
契
し
、
転
居
寂
疹
や
る
瀬
も
な
い
苦

渋
を
味
っ
九
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
一

そ
う
恩
師
へ
の
擬
の
情
を
深
め
ら
れ
、
先
生
の
期

待
捻
え
る
の
決
愆
を
固
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
0

明
治
二
十
六
年
の
春
新
潟
教
会
を
辞
し
、
そ
の
年
の

夏
に
は
更
に
進
ん
で
横
浜
教
会
の
開
拓
に
従
う
こ
と

と
な
り
、
遂
に
教
会
を
設
立
し
九
0
 
明
治
三
十
二
年

に
は
、
前
橋
教
会
な
ら
び
に
共
愛
女
学
校
長
に
尅
任

さ
れ
九
。
前
橋
に
在
任
中
、
祖
母
と
父
母
と
の
三
名

を
天
に
送
り
、
先
生
の
悲
哀
の
時
期
で
、
あ
っ
た
。

こ
の
期
に
は
長
女
千
代
女
は
前
述
の
額
賀
氏
に
、
次

女
な
ほ
子
は
浜
氏
に
嫁
せ
ら
れ
、
先
生
に
と
り
安
堵

の
時
で
も
あ
っ
九
0

明
治
四
十
二
年
秋
、
懇
請
黙
し
難
く
、
ハ
ワ
イ
の

日
本
人
独
立
教
会
に
就
任
さ
れ
た
。
こ
の
頃
よ
り
先

生
の
伝
道
効
果
は
し
だ
い
に
面
目
を
発
抑
さ
れ
る
に

至
り
、
ハ
ワ
イ
全
島
に
目
醒
し
い
活
躍
が
試
み
ら
れ

、ノ

九
こ
の
期
に
は
長
男
一
雄
氏
を
喪
っ
た
が
、
大
正

十
五
年
一
月
に
は
、
先
生
の
受
洗
五
十
年
の
記
念
す

べ
き
時
を
迎
え
、
聖
書
需
と
早
天
祈
祷
と
は
五
十

余
圓
に
及
び
、
背
後
か
ら
不
思
議
な
力
で
、
ぐ
ん
ぐ

ん
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
な
霊
感
を
感
得
し
、
遂
に
発

し
て
、
教
会
内
に
一
大
霊
的
大
運
動
が
勃
発
す
る
に

至
っ
九
0

昭
和
二
年
一
月
<
ワ
イ
に
お
け
る
先
生
の
こ
の
霊

的
活
動
を
耳
に
し
九
同
志
社
は
、
恰
も
同
志
社
教
会

創
立
五
十
周
年
記
念
伝
道
の
講
師
と
し
て
、
遂
に
先

生
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
切
な
る
要
請

に
動
か
さ
れ
て
、
先
生
ま
北
こ
れ
に
応
ぜ
ら
れ
る
に

至
っ
北
。

や
が
て
先
生
を
迎
え
入
れ
九
同
志
社
に
は
、
同
志

社
教
会
を
中
心
に
、
同
志
社
の
歴
史
に
も
稀
な
る
一

大
霊
的
覚
酬
の
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
か
く
て
薯
し

い
受
洗
者
を
出
し
て
、
昭
和
二
年
六
月
中
旬
ハ
ワ
イ

に
帰
任
さ
れ
九
の
で
あ
る

ワ
イ
帰
任
後
、
い
ま
だ
席
の
温
ま
る
を
待
九
ず

し
て
、
同
志
社
は
先
生
を
大
学
の
宗
教
主
任
と
し

て
、
ま
た
同
志
社
教
会
は
先
生
を
頼
る
べ
き
牧
師
と

し
て
、
熱
心
に
そ
の
赴
任
を
懇
請
し
九
。
先
生
も
、

ま
た
ハ
ワ
イ
教
会
も
、
こ
の
要
請
を
神
の
み
旨
と
し

て
承
諾
し
、
先
生
遂
に
同
年
十
一
月
再
び
同
志
社
に

来
光
っ
て
そ
の
大
任
に
航
か
れ
た
。
爾
来
昭
和
十
五

年
二
月
二
十
六
日
同
志
社
を
辞
し
て
、
東
京
に
居
を

移
す
ま
で
、
足
か
け
十
四
箇
年
の
間
同
志
社
の
九
め

に
献
身
的
奉
仕
を
続
け
ら
れ
、
ま
九
同
志
社
を
根
城

と
し
て
、
全
國
に
わ
た
っ
て
、
先
生
独
得
な
伝
道
の

活
躍
を
試
み
ら
れ
九
の
で
あ
る
。

先
生
は
同
志
社
を
辞
し
て
も
、
昭
和
十
八
年
三
月

ま
で
、
任
意
同
志
社
の
教
職
員
学
生
の
要
望
を
容
れ

て
、
出
張
伝
道
に
帰
ら
れ
九
が
、
年
す
す
む
に
従
っ

て
漸
く
身
の
衰
弱
を
覚
え
ら
れ
て
中
止
さ
れ
る
に
至

つ
た
昭
和
十
八
年
五
月
本
籍
を
丹
波
旭
岡
か
ら
東

ノ、
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京
目
黒
柿
木
坂
に
移
し
、
、
つ
は
ら
療
養
に
つ
と
め

ら
れ
北
。
そ
の
後
病
あ
ら
た
ま
0
て
、
遂
に
昭
和
十

八
年
八
月
二
十
六
日
午
前
五
時
四
十
五
分
天
に
召
さ

れ
九
。
卓
年
八
十
二
歳
で
あ
っ
九
。

昭
和
十
八
年
九
月
二
日
女
婿
額
賀
牧
師
の
弓
町
本

郷
教
会
に
船
い
て
葬
儀
が
執
行
さ
れ
、
翌
日
午
後
、

こ
れ
よ
り
先
に
、
先
生
に
ょ
っ
て
定
め
ら
れ
た
る
前

橋
市
の
長
昌
寺
に
あ
る
堀
家
の
墓
に
埋
骨
さ
れ
九
。

そ
の
一
部
は
分
骨
さ
れ
て
若
王
子
に
移
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
埋
骨
式
が
無
事
終
る
や
、
列
席
し
九
木
村
清

松
牧
師
峡
万
歳
を
提
唱
、
一
同
は
大
声
に
「
堀
貞

一
先
生
万
歳
リ
万
歳
リ
万
歳
リ
」
と
三
唱
さ
れ
、

天
父
の
み
も
と
に
送
ら
れ
九
の
で
あ
る

私
は
友
人
と
共
に
先
生
召
天
に
先
だ
つ
十
日
ほ
ど

前
に
、
柿
の
木
坂
に
先
生
を
見
舞
っ
た
。
先
生
は
べ

ー
の
上
に
三
角
蚊
帳
を
覆
う
て
虫
類
の
舞
い
入
る

の
を
防
い
で
い
九
暑
さ
の
中
で
、
そ
れ
で
も
至
っ

て
元
気
に
、
蚊
帳
越
し
に
、
同
志
社
や
近
況
の
思
い

出
な
ど
語
ら
れ
九
今
も
な
お
そ
の
姿
を
眼
前
に
見

る
の
思
い
で
あ
る
。

昭
和
四
十
八
年
四
月
十
二
日
午
後
、
私
は
前
橋
市

紅
雲
町
長
昌
寺
に
堀
家
の
墓
を
訪
ね
九
。
長
昌
寺
は

曹
洞
宗
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
美
し
い
寺
で
あ

る
0
 
位
置
は
群
馬
県
庁
に
遠
く
は
な
い
、
南
方
利
根

の
河
畔
に
位
置
す
る
墓
域
は
広
く
は
な
い
が
、
立

派
な
墓
碑
が
櫛
比
し
て
い
る
。
堀
家
の
墓
は
墓
域
の

南
端
に
あ
り
、
墓
碑
は
一
般
記
念
碑
石
に
似
九
肩
平

の
自
然
石
で
あ
る
。
右
側
が
堀
貞
幹
の
基
左
側

が
堀
家
の
墓
で
あ
る
。
墓
前
に
は
ま
だ
花
も
開
か
ぬ

た
ん
ぼ
ぽ
が
萌
え
出
で
、
右
下
に
は
青
青
と
焚
の
株

が
茂
っ
て
い
九
。
そ
の
日
は
前
橋
地
方
特
有
の
強
い

風
で
、
こ
の
年
の
桜
の
最
後
を
飾
る
花
吹
雪
が
乱
舞

し
て
い
た
0
 
身
は
横
な
ぐ
り
に
吹
き
つ
け
て
く
る
花

の
吹
雪
に
打
光
れ
な
が
ら
、
墓
域
一
面
に
敷
き
つ
め

ら
れ
た
花
の
莚
の
上
に
立
た
さ
れ
て
い
九
。
風
は
強

い
が
、
私
の
心
は
い
と
も
静
か
に
、
あ
り
し
日
の
先

生
の
数
数
を
偲
び
な
が
ら
そ
の
腹
福
を
祈
ら
せ
て
い

九
だ
い
た
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
先
生
の
来
援
の
前
に
賀
川
伝
道

が
あ
り
、
賀
川
伝
道
で
は
、
中
、
高
、
大
学
を
通
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
九
。
特
に

大
学
で
は
中
島
重
教
授
が
、
自
由
キ
リ
ス
ト
教
か
ら

社
会
的
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
思
想
的
転
換
の
示
唆
、
与

え
ら
れ
工
「
雲
の
柱
会
」
が
組
織
さ
れ
て
、
一
部

の
学
生
が
熱
心
な
研
究
と
祈
り
を
続
け
て
い
た
。
私

は
以
前
か
ら
ヨ
セ
フ
会
員
で
あ
っ
九
関
係
も
あ
り
、

こ
の
会
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
九
。
こ
う
し
九
情
況
下

で
堀
先
生
の
ハ
ワ
イ
の
す
ぱ
ら
し
い
活
動
が
伝
え
ら

、ノ

れ
、
先
生
を
迎
え
る
こ
と
と
な
0
九
の
で
あ
る
。
昭

和
二
年
一
月
七
日
先
生
が
横
浜
に
上
陸
さ
れ
る
や
、

翌
八
日
夕
刻
に
は
早
く
も
先
生
は
、
京
都
駅
頭
に
姿

を
現
わ
さ
れ
九
0
 
教
会
は
既
に
熱
心
な
祈
祷
の
中
に

あ
っ
九
か
ら
「
全
同
志
社
三
百
の
教
員
及
び
多
数
の

生
徒
が
先
生
を
迎
え
・
・
:
・
・
・
・
・
そ
の
様
恰
も
イ
エ
ス
の

エ
ル
サ
V
厶
入
り
も
、
か
く
や
と
思
わ
れ
候
、
か
く

一
同
は
先
生
を
胴
上
げ
せ
ん
ば
か
り
に
取
り
巻
き

て
、
同
志
社
女
学
校
デ
ン
ト
ン
女
史
の
家
に
導
き
晩

餐
を
共
に
致
し
候
」
と
い
っ
九
光
景
を
表
わ
し
て
い

九
。
先
生
、
ま
九
、
こ
の
歓
迎
の
光
景
を
目
撃
し

て
、
い
た
く
感
激
に
充
九
さ
れ
「
私
は
同
志
社
の
学

生
の
ほ
ん
と
ぅ
の
魂
に
触
れ
九
い
、
母
校
へ
の
最
後

の
こ
奉
公
と
し
て
死
を
も
辞
せ
ぬ
決
心
と
覚
悟
を
持

ニ
、
同
志
社
伝
道

先
生
が
講
師
と
し
て
ハ
ワ
イ
か
ら
同
志
社
に
来
ら

れ
た
時
私
は
同
志
社
大
学
の
学
生
で
、
同
志
社
教

会
の
執
事
の
一
人
を
し
て
い
九
た
め
、
多
少
当
時
の

事
情
を
承
知
し
て
い
る
先
生
の
「
十
四
年
間
の
回

憶
」
(
菅
井
吉
郎
著
堀
貞
一
先
生
二
五
一
頁
)
の
中
に

も
、
「
吾
輩
の
就
任
し
九
年
に
は
、
幸
同
志
社
は
賀

川
伝
道
の
結
果
教
会
は
順
調
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
年

は
希
望
の
年
を
迎
え
九
受
洗
者
は
耕
起
っ
九
」
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つ
て
い
る
」
と
熱
誠
を
吐
露
し
て
叫
ば
れ
九
。
(
前
掲

エ
ハ
大
頁
)

先
生
の
伝
道
は
一
月
九
日
の
礼
拝
説
教
か
ら
始
め

ら
れ
た
。
題
は
見
九
事
聞
い
九
事
」
で
、
「
昔
、

神
が
ヨ
ナ
を
ニ
ネ
べ
に
遺
わ
し
給
う
た
如
く
、
そ
の

同
じ
神
は
今
日
私
を
母
校
に
遣
わ
し
給
う
た
。
さ
れ

ば
こ
の
上
は
、
神
の
私
に
啓
示
さ
れ
る
所
を
憧
ら
ず

話
そ
う
と
思
う
。
使
徒
へ
テ
ロ
と
ヨ
ハ
ネ
と
は
、
<
我

見
し
所
聞
き
し
所
を
口
わ
ざ
る
を
得
ず
>
と
言
っ

九
。
私
も
ま
た
過
く
る
五
十
年
間
に
浦
い
て
、
同
志

社
に
賜
わ
っ
た
恩
寵
に
つ
い
て
話
し
北
い
と
思
う
の

で
あ
る
・
・
:
:
0
」
と
説
き
起
こ
し
、
ハ
ー
デ
ー
氏
に
助

、ノ

け
ら
れ
九
新
島
先
生
、
京
都
に
同
志
社
を
設
立
す
る

に
当
た
っ
て
の
山
本
覚
馬
氏
の
支
援
熊
本
バ
ン
ド

の
合
流
等
等
、
相
つ
い
だ
神
の
不
思
議
な
摂
理
を
説

教
し
九
。
何
れ
も
同
志
社
人
の
知
悉
の
こ
と
な
が

ら
、
不
思
議
な
る
霊
能
に
導
か
れ
て
説
く
先
生
の
言

葉
の
権
威
に
満
堂
の
人
人
の
心
肝
は
貫
か
れ
九
。
そ

の
魂
は
挟
ぐ
ら
れ
る
、
こ
と
く
で
あ
っ
た
。
更
に
教
会

役
員
が
一
致
協
議
を
こ
ら
し
、
祈
り
、
「
総
長
以
下

有
力
者
の
人
人
の
中
に
霊
火
を
燃
や
し
九
る
を
見
て

は
、
神
必
ず
大
い
な
る
力
を
現
わ
し
給
う
に
相
違
な

い
」
と
述
べ
ら
る
る
や
、
劣
な
る
祈
祷
相
次
い
で

起
こ
り
、
終
り
を
告
げ
る
機
会
さ
え
も
な
い
厭
ど
で

あ
っ
た
。
十
日
は
中
学
生
、
神
学
生
、
北
寮
生
十

一
日
に
は
同
志
社
女
子
校
午
後
は
第
二
回
の
中
学

生
全
員
へ
の
講
演
で
あ
っ
九
。
「
我
は
羊
の
門
な

り
」
と
題
し
た
。
木
村
清
松
牧
師
、
同
席
、
説
教
終

る
や
、
七
百
余
名
の
生
徒
は
一
斉
に
起
立
し
て
献
身

を
表
わ
し
、
教
師
ま
た
こ
れ
に
呼
応
す
る
0
 
木
村
牧

師
は
「
今
日
は
私
が
か
つ
て
堀
牧
師
か
ら
洗
礼
を
授

け
ら
れ
て
満
三
十
六
年
目
の
記
念
日
で
あ
り
ま
す
。

今
日
こ
の
所
に
列
席
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
実
に
感

慨
無
量
で
す
」
と
て
熱
祷
を
捧
げ
る
。
十
三
日
は
再

び
女
子
校
十
四
日
は
大
学
予
科
、
夜
は
同
志
社
教

会
の
祈
祷
会
の
奨
励
で
あ
っ
た
。
こ
の
祈
祷
会
で
海

老
名
総
長
は
起
っ
て
、
「
神
が
今
日
ま
で
堀
牧
師
を

生
か
し
て
置
か
れ
九
に
は
大
い
な
る
み
意
が
あ
る
こ

と
で
、
誠
に
感
謝
で
あ
る
。
同
志
社
は
今
日
ま
で
幾

多
の
大
人
物
を
出
だ
し
北
。
け
れ
ど
も
真
に
同
志
社

ス
ビ
リ
;
を
有
す
る
者
は
、
堀
牧
師
を
も
っ
て
第

一
と
し
、
他
に
数
多
く
は
あ
る
ま
い
0
 
牧
師
は
既
に

七
十
才
に
な
ら
れ
る
か
ら
今
後
余
命
い
く
ば
く
も
な

で
あ
ろ
う
0
 
ど
ぅ
か
諸
君
の
う
ち
、
こ
の
復
興
の

い様
十
を
今
後
の
五
十
年
、
す
な
わ
も
創
立
百
年
の
時

に
伝
え
て
貰
い
た
い
」
。
堀
牧
師
も
起
っ
て
、
「
同
志

社
に
五
千
余
名
を
容
れ
る
会
堂
が
欲
し
い
」
と
訴
え

れ
ぱ
、
会
衆
こ
れ
に
和
し
て
一
分
間
の
祈
り
を
捧

ぐ
会
後
一
女
子
学
生
は
、
こ
の
た
め
に
十
円
を
献

じ
て
名
を
告
げ
ず
し
て
去
る
。
一
般
教
師
、
学
生
の

中
か
ら
も
籍
寄
付
の
申
し
込
み
が
あ
0
九
の
で
あ

る
。
(
前
掲
一
七
六
頁
)
更
に
堀
豁
は
、
か
つ
て

の
沢
山
保
羅
牧
師
の
大
説
教
に
接
し
九
感
激
を
説
か

れ
て
、
聖
霊
の
恩
化
を
願
う
と
結
ん
で
、
こ
の
夜
の

奨
励
を
終
っ
北
。

そ
れ
よ
り
引
き
続
い
て
、
予
科
、
高
商
女
子
校

と
順
次
集
会
を
重
ね
ら
れ
て
、
一
月
二
十
三
日
が
最

後
の
運
動
Π
と
な
っ
九
。
午
前
五
時
若
王
子
山
に
登

り
熱
祷
の
後
、
新
島
先
生
の
墓
前
に
中
村
栄
助
翁
と

相
擁
し
て
感
泣
し
た
。
当
日
の
新
島
先
生
召
天
記
念

礼
拝
説
教
は
海
老
名
総
長
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
、
午
後

は
感
謝
会
を
も
っ
て
、
こ
の
た
び
の
伝
道
の
一
切
を

終
っ
九
。
顧
み
て
、
今
回
の
成
果
は
堀
牧
師
の
稀
な

る
霊
動
を
中
心
と
し
九
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

゛
尋か
、
海
老
名
総
長
ま
九
き
わ
め
て
積
極
的
に
そ
の
一

翼
を
担
っ
て
協
力
し
て
、
そ
の
賜
を
発
抑
せ
ら
れ
た

こ
と
を
も
記
憶
に
止
め
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
0

三
、
堀
先
生
の
信
仰
の
特
徴

聖
霊
体
験

堀
牧
師
を
し
て
特
徴
あ
る
伝
道
者
と
な
、
b
し
め
九

有
力
な
る
基
盤
は
先
生
に
お
け
る
、
き
わ
め
て
明
確
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な
る
聖
霊
体
験
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
聖
霊
体
験
の
有
力
な
る
契
機
と
な
っ
て
い
九
も

の
は
明
治
十
六
年
六
月
二
十
日
夜
京
都
第
二
公
会

に
お
い
て
な
さ
れ
九
沢
山
保
羅
牧
師
の
「
聖
霊
を
憂

い
し
む
る
な
」
と
の
説
教
の
感
激
が
、
そ
の
一
つ
を

な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
慶
つ
い
て
は

前
述
す
る
、
こ
と
く
同
志
社
伝
道
の
際
に
も
説
き
及
ば

れ
た
が
、
そ
の
後
も
先
生
は
各
所
に
お
い
て
力
強
く

語
っ
て
当
ら
れ
る
よ
ほ
ど
印
急
深
か
っ
た
も
の
と

受
け
と
れ
る
翌
六
月
二
十
日
夜
京
都
第
二
公

会
の
説
教
会
に
お
い
て
、
『
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
出

来
な
い
大
説
教
』
を
聴
い
九
。
沢
山
保
羅
牧
師
の
説

教
で
あ
る
。
そ
の
夜
は
前
席
に
大
阪
の
聖
公
会
の
ワ

ν
ン
師
も
語
ら
れ
九
。
が
先
生
は
沢
山
先
生
の
説

教
に
心
を
打
九
れ
九
。
『
聖
霊
を
憂
い
し
む
る
な
』

と
い
う
題
で
、
エ
ヘ
ソ
四
ノ
三
五
を
引
照
し
て
、
神

は
聖
霊
を
も
っ
て
我
ら
の
心
を
開
発
誘
導
し
て
下
さ

る
。
故
に
聖
霊
を
拒
む
時
は
、
遂
に
精
神
上
の
力
を

失
う
恐
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
0
 
曽
て
米
国
で
或
る

老
人
が
臨
終
に
三
人
の
息
子
を
呼
ん
で
教
訓
し
た
。

自
分
は
二
十
歳
の
頃
聖
霊
に
悔
改
め
を
迫
ら
れ
九

が
、
今
は
事
業
の
最
中
だ
か
ら
と
い
っ
て
拒
ん
だ
。

゛
、
、

そ
の
後
三
十
歳
の
時
再
度
心
を
動
か
さ
れ
九
。
今
は

事
業
の
緒
に
つ
い
た
処
だ
と
い
っ
て
拒
ん
だ
0
 
更
に

三
十
五
六
歳
の
頃
に
、
聖
霊
に
迫
ら
れ
た
が
拒
ん

だ
今
死
に
臨
ん
で
は
、
そ
の
心
が
更
に
起
ら
ず
、

真
に
寂
し
く
死
ぬ
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
三
人
に
呼
び

か
け
て
白
く
、
当
前
九
ち
は
今
直
に
悔
改
め
て
洗
礼

を
受
け
よ
。
と
遺
言
し
て
亡
く
な
っ
九
。
遂
に
三
人

は
父
の
す
す
め
に
従
っ
て
洗
礼
を
受
け
、
そ
の
一
人

は
伝
道
師
と
し
て
献
身
し
た
。
神
は
常
に
聖
霊
を
以

て
教
え
給
う
黙
示
録
の
聖
語
を
引
用
し
て
、
『
満

堂
の
罪
人
よ
リ
生
け
る
名
あ
っ
て
死
せ
る
信
者
よ
、

汝
ら
聖
霊
を
拒
ん
で
救
わ
れ
る
と
思
う
か
』
と
、
恰

も
両
刃
の
剣
の
如
く
並
居
る
魂
に
迫
0
九
満
堂
の

人
人
は
鋭
く
感
動
さ
れ
九
が
、
先
生
も
強
く
そ
の
魂

を
打
た
れ
、
遂
に
そ
の
時
の
感
動
は
生
涯
忘
れ
る
こ

と
な
く
持
ち
続
け
九
」
と
記
さ
れ
て
い
る
(
前
掲

六
五
1
六
七
頁
)

堀
先
生
は
、
こ
の
時
の
沢
山
牧
師
の
顔
の
輝
き
を

ラ
ン
プ
の
せ
い
か
と
思
0
 
て
見
た
が
・
:
・
:
「
今
日
の

心
理
学
的
説
明
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
聖
霊
の
輝
き
で

あ
る
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ぬ
。
私
は
実
に
涙
を
催
し
粛

然
と
さ
れ
て
、
神
に
審
か
れ
て
い
る
心
地
が
し
北
。

私
は
泣
い
て
祈
っ
九
椅
子
か
ら
す
べ
り
落
ら
て
跳

い
て
祈
っ
九
者
が
二
十
三
名
も
あ
っ
九
」
と
い
0
て

い
る
。
(
前
掲
八
頁
)
堀
先
生
が
こ
の
時
に
強

く
聖
霊
を
体
験
さ
れ
る
に
至
っ
九
の
に
は
、
一
つ
の

牛
活
暴
化

次
に
先
生
の
信
仰
の
特
徴
は
、
日
常
生
活
の
霊
的

体
得
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
先
生
は
き
わ
め
て
広
い

交
際
家
で
あ
っ
た
0
 
し
か
し
世
の
所
消
交
際
家
と
は

選
を
異
に
す
る
。
一
般
に
は
交
際
は
自
己
や
自
己
の

事
前
状
況
が
あ
っ
九
。
明
治
十
六
年
五
月
、
関
東
熊

谷
か
ら
西
京
第
二
公
会
に
宛
て
九
、
新
島
先
生
の
東

京
に
お
け
る
全
国
信
徒
親
睦
の
状
況
の
報
告
を
読
ん

だ
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
堀
先
生
は
こ
れ
を
読
ん
で

い
九
く
感
激
を
し
て
V
九
そ
う
し
九
や
さ
き
に
沢

山
牧
師
の
説
教
に
接
し
九
の
で
あ
る
。
と
ま
れ
、
こ
の

霊
動
は
明
治
十
七
年
一
月
よ
り
同
志
社
に
起
こ
0
九

大
り
バ
イ
ル
に
発
展
し
九
先
生
は
こ
の
よ
う
に
し

て
強
く
聖
霊
恩
化
の
体
得
を
経
て
い
九
の
で
あ
る

こ
れ
は
ま
九
先
生
が
新
潟
教
会
在
任
中
の
祈
祷
会
の

時
の
聖
霊
体
験
に
連
続
し
、
遂
に
木
村
清
松
加
藤
直

士
氏
等
の
受
洗
と
な
っ
て
実
現
し
九
の
で
あ
る
更

に
そ
れ
は
ハ
ワ
イ
に
村
け
る
先
生
の
霊
的
覚
醒
運
動

、ノ

の
源
流
と
も
な
っ
て
い
九
の
で
は
な
か
ろ
う
か
こ

れ
は
ま
九
移
さ
れ
て
、
同
志
社
教
会
創
立
五
十
周
年

の
堀
先
生
の
記
念
伝
道
の
霊
動
と
も
な
っ
て
現
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
堀
先
生
は
確
か
に
強

い
聖
霊
体
験
の
人
で
あ
っ
ナ
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事
業
に
利
用
す
る
九
め
に
な
さ
れ
易
い
き
わ
め
て

世
俗
的
と
な
り
が
ら
で
あ
る
先
生
に
あ
っ
て
は
、

世
俗
に
交
0
て
世
俗
を
脱
し
、
そ
こ
に
か
え
0
て
神

意
や
神
霊
の
働
き
の
妙
味
を
探
り
出
す
と
い
っ
九
と

こ
ろ
が
あ
っ
九
0
 
木
村
清
松
牧
師
は
先
生
を
評
し
て

洗
礼
を
受
け
左
休
和
尚
の
よ
う
な
人
で
あ
0

九
」
(
削
掲
二
七
0
頁
)
と
い
っ
て
い
る
。
宗
教
界

の
人
と
し
て
は
西
田
天
香
天
龍
寺
関
禅
師
、
相
国

寺
管
長
、
そ
の
他
の
名
僧
知
識
が
お
る
そ
の
他
学

界
、
実
業
界
、
政
治
家
等
に
広
く
交
友
を
持
っ
九
。

前
橋
教
会
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
赴
任
の
際
な
ど
、
き
わ
め

て
有
力
な
る
教
会
外
の
名
士
が
送
別
に
加
わ
っ
て
真

に
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
九
と
い
う
0
 
先
生
は
こ
れ
ら

の
人
人
の
特
質
を
提
え
て
、
こ
れ
を
自
d
の
霊
的
生

活
に
し
て
い
る
。
別
段
に
禅
寺
で
、
特
に
修
養
し
た

と
も
見
え
な
か
っ
た
が
、
一
種
の
禅
的
境
地
を
体
得

し
て
い
九
。
大
方
の
人
は
説
教
や
講
演
の
直
前
に

は
、
多
少
精
神
的
に
い
ら
い
ら
し
て
い
る
、
の
で
あ

る
。
し
か
し
先
生
に
は
そ
れ
が
無
か
っ
九
。
き
わ
め

て
超
脱
的
で
あ
っ
九
。
新
島
先
生
自
責
の
杖
の
破
片

を
携
え
て
、
媛
罪
を
説
く
当
り
は
先
生
の
独
壇
場
で

あ
っ
た
が
、
先
生
が
そ
れ
を
手
に
し
九
時
の
状
景
な

ど
は
先
生
の
性
格
の
一
片
を
偲
び
得
て
、
一
種
の
ほ

は
え
ま
し
さ
を
覚
え
る
。
明
治
十
三
年
四
月
十
三
日

の
朝
拝
に
お
V
て
、
こ
の
自
質
の
事
件
の
落
着
直
後

「
新
島
先
生
の
用
い
ら
れ
九
杖
を
得
九
い
と
思
っ

て
、
再
び
戸
を
あ
け
て
講
堂
に
入
れ
ぱ
、
、
テ
ビ
ス
、

プ
】
ネ
"
ド
、
,
コ
ル
ド
ン
、
山
崎
為
徳
、
森
田
久
万

人
、
市
原
盛
宏
の
七
人
の
教
師
だ
け
が
お
ら
れ
九
。

そ
の
辺
を
見
ま
わ
し
九
が
、
、
早
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起

こ
し
九
新
島
公
義
等
の
組
の
者
九
ち
が
拾
い
去
0
た

あ
と
で
、
僅
か
に
三
、
四
寸
の
断
片
が
椅
子
の
下
に

落
ち
て
い
た
の
を
見
つ
け
て
拾
い
取
り
、
生
涯
の
宝

物
と
し
て
収
め
九
」
と
。
(
前
掲
五
九
頁
)
あ
の
満

場
緊
張
し
切
っ
九
心
境
の
直
後
の
行
動
と
し
て
は
、

余
人
の
企
て
及
ぱ
な
い
思
慮
と
行
動
と
い
ぇ
る
。

先
生
の
信
仰
に
は
、
確
か
に
一
定
の
神
学
体
系
や

思
想
体
系
を
求
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
思
想
家
、
学
者
の
心
を
動
か

し
て
感
激
を
与
え
る
妙
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
九
。
先

生
に
ょ
っ
て
芦
田
慶
治
教
授
も
、
中
島
重
教
授
も
、

横
井
、
宮
川
の
先
輩
の
人
人
さ
え
も
感
心
さ
せ
ら
れ

北
と
は
不
思
議
で
あ
っ
九
。
も
ち
ろ
ん
深
い
学
的
契

機
を
与
え
九
か
、
ど
ぅ
か
は
知
ら
ぬ
が
、
何
か
人
間

の
あ
り
方
に
強
い
刺
激
と
転
換
の
モ
メ
ン
ト
を
提
供

し
て
い
九
。
そ
れ
は
先
生
の
私
無
き
心
の
態
度
に
あ

つ
九
と
思
わ
れ
る
。
先
生
の
心
の
態
度
に
雲
霧
が
吹

き
払
わ
れ
て
、
明
月
を
見
る
の
観
を
い
だ
か
し
め
九

と
こ
ろ
に
あ
ろ
う

先
生
の
説
教
の
声
は
大
き
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
今

日
の
よ
う
に
マ
イ
ク
の
無
い
時
で
あ
っ
九
か
ら
止
む

を
得
な
い
0
 
そ
れ
に
し
て
も
四
畳
半
で
話
し
九
声

も
、
大
講
堂
で
話
し
た
声
も
、
厭
と
ん
ど
同
じ
で
は

な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
0
 
熱
し
て
く
る
と
言

葉
な
ま
り
が
連
発
さ
れ
九
「
ら
ゆ
う
わ
V
」
と
V
う

声
が
今
も
耳
底
に
響
い
て
く
る
0
 
こ
れ
は
ま
た
先
生

の
説
教
の
一
種
の
風
味
で
さ
え
あ
っ
九
。
ま
た
私
の

不
思
議
に
思
う
こ
と
は
、
先
生
は
、
あ
る
時
は
、
夏

の
日
照
り
に
萎
れ
去
0
九
道
端
の
草
の
よ
う
に
元
気

の
な
い
時
が
あ
っ
九
こ
と
で
あ
る
0
 
ア
マ
レ
ク
人
と

の
戦
い
に
モ
ー
セ
の
手
を
支
え
た
、
ア
ロ
ン
と
ホ
ル

が
居
ら
な
か
っ
た
時
で
あ
っ
九
か
。
し
か
し
聖
霊
に

満
た
さ
れ
て
、
先
生
が
言
っ
九
言
葉
は
、
九
と
え
相

手
に
厳
し
い
時
で
も
、
そ
れ
が
受
け
容
れ
ら
れ
九
の

、
先
生
の
人
徳
で
あ
っ
た
と
思
う
。

先
生
は
先
輩
か
ら
馬
鹿
と
言
わ
れ
て
も
、
無
学
と

園
わ
れ
て
も
、
そ
の
ま
ま
談
笑
の
中
に
易
易
と
し
て

受
け
容
れ
て
、
水
の
ご
と
く
流
し
九
。
尋
常
一
様
の

人
の
修
養
ぐ
ら
い
で
追
い
つ
け
る
人
で
は
な
か
0

九
。
霊
の
人
堀
先
生
を
叙
し
て
、
先
生
の
徳
を
傷
け

ぬ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
0昭

和
三
年
大
学
政
治
科
・
昭

和
十
=
年
大
学
神
学
科
卒

新
島
学
園
中
・
痛
等
学
校
校
長
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